
69.167.053.751.848.419.416.815.07.610.5

62.150.446.516.78.57.2

76.276.6
42.516.516.7

51.1 64.868.771.8
43.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

洗濯食事の支度日常の家計管理食事の後片付け家の掃除日常の買い物入浴の準備、風呂場の掃除日常のゴミ捨て生活費の確保ＰＴＡや地域の行事参加近所とのつきあい親戚とのつきあい高額な商品の購入決定 平成19年度調査 平成21年度調査 （％）

★ ★ ★ ★ 

   
                      
                  

                       
 

           

14.414.019.2 11.611.6 5.8 0.7
9.510.2
6.94.92.07.97.512.1

10.2

0.010.020.030.040.0（％）
22.818.616.115.82.5
22.121.1

12.22.5

25.826.125.621.926.019.114.5
0.0 10.0 20.0 30.0 40.0平成19年度調査 平成21年度調査（％）

39.4 43.1 46.1 80.0 47.30.020.040.060.080.0100.0
平成17年度 平成19年度 平成21年度 平成23年度目標値 三重県（平成17年度）

（％）

◇ 家庭や職場、学校、地域などそれぞれの分野における男女の地位は平等になってきたのでしょうか？ 

図図図図    「「「「男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会」」」」というというというという言葉言葉言葉言葉をををを知知知知っているっているっているっている人人人人のののの割合割合割合割合    図図図図    「「「「男男男男はははは仕事仕事仕事仕事、、、、女女女女はははは家庭家庭家庭家庭」」」」というというというという考考考考ええええ方方方方にににに同感同感同感同感しないしないしないしない人人人人のののの割合割合割合割合    亀山市 
平成 21 年度調査では、「男女共同参画社会」という言葉の認知度は 49.4％であり、平成 19 年度調査結果と比較すると、ほぼ同数値となっています。 また、平成 21 年度調査では、「男は仕事、女は家庭」という考え方に同感しない人の割合が 46.1％となっています。このような固定的性別役割分担につながる意識はわずかに改善されているものの、平成 23年度の目標値とは開きがあり、さらなる普及・啓発が必要です。  

図図図図    家庭生活家庭生活家庭生活家庭生活のののの中中中中でのでのでのでの男女男女男女男女のののの役割分担役割分担役割分担役割分担についてについてについてについて、、、、    「「「「ほとんどほとんどほとんどほとんど女性女性女性女性がしているがしているがしているがしている」」」」割合割合割合割合    

平成 21 年度調査（新規設問）結果では、「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度の希望と現実は以下です。  【希望】 １位 家庭生活 ２位 仕事と家庭生活 ３位 仕事と家庭生活と地域・個人の生活 【現実】 １位 仕事 ２位 仕事と家庭生活 ３位 家庭生活  女性の社会参加が進むにつれ、家庭や地域での役割は、ますます男女がともに協力し合わなければなりません。一人ひとりが仕事と生活の調和を図りながら自らが望んだ生き方ができる社会が必要です。 

図図図図    生活生活生活生活のののの中中中中でのでのでのでの、、、、仕事仕事仕事仕事、、、、家庭生活家庭生活家庭生活家庭生活、、、、地域地域地域地域・・・・個人個人個人個人のののの生活生活生活生活のののの優先度優先度優先度優先度    （（（（平成平成平成平成 21212121 年年年年度度度度    新規設問新規設問新規設問新規設問））））    2.8 22.05.5 18.44.07.5 17.69.113.0

21.716.54.0 20.33.54.85.79.613.90.0 20.0 40.0 60.0 80.0

仕事家庭生活地域・個人の生活仕事と家庭生活仕事と地域・個人の生活家庭生活と地域・個人の生活仕事と家庭生活と地域・個人の生活わからない無回答 希望 現実 （％）

図図図図    それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの分野分野分野分野でででで「「「「男性男性男性男性のののの方方方方がががが優遇優遇優遇優遇されているされているされているされている」」」」とととと考考考考えるえるえるえる人人人人のののの割合割合割合割合    

男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会とはとはとはとは「「「「男女男女男女男女がががが性別性別性別性別にかかわりなくにかかわりなくにかかわりなくにかかわりなく、、、、個性個性個性個性とととと能力能力能力能力をををを十分十分十分十分

にににに発揮発揮発揮発揮するするするする機会機会機会機会がががが確保確保確保確保されることによりされることによりされることによりされることにより、、、、自自自自らのらのらのらの意思意思意思意思によってによってによってによって社会社会社会社会のののの

様様様様々々々々なななな分野分野分野分野におけるにおけるにおけるにおける活動活動活動活動にににに参画参画参画参画しししし、、、、共共共共にににに責任責任責任責任をををを担担担担うううう社会社会社会社会」」」」をいいますをいいますをいいますをいいます。。。。    

男性 女性 
◇ 家庭生活における男女の役割分担はどのようになっているのでしょうか？ 

◇ 生活の中で、仕事、家庭生活、地域・個人の生活の優先度は希望に近いでしょうか？ ◇ 男女共同参画は市民の身近に浸透してきているのでしょうか？ 

◆ 家庭では家事の役割分担をしている？？ 

◆ ワーク ・ ライフ ・ バランス（仕事と生活の調和）の希望と現実 ◆ 男女共同参画に対する市民意識 

◆ 男女の地位は平等になってきている？？ 平成 21 年度調査では、女性は男性よりすべての分野で「男性の方が優遇されている」と感じています。 平成 19 年度調査結果と比較すると、「男性の方が優遇されている」と感じている割合が減少していますが、「政治（政策決定）の場で」、「社会通念や風潮で」、「職場のなかで」、「家庭のなかで」では依然、女性の不平等感が高くなっています。 平成 21 年度調査では、「洗濯」、「食事の支度」、「日常家計管理」、「食事の後片付け」において女性が担っている割合が高くなっています。 平成１9 年度調査結果と比較すると、概ねすべての項目が減少していますが、依然、日常的な家事を多くの女性が行っている現状があります。 性別による固定的な役割分担ではなく、家族が話し合い、お互いを尊重しながら、協力し合うことが必要です。 

32.9 49.8 49.4
0.020.040.060.080.0

平成17年度 平成19年度 平成21年度
（％）

平成19年度調査 平成21年度調査（％）

★政治(政策決定)の場で ★社会通念や風潮で ★職場のなかで ★家庭のなかで 社会全体で 地域のなかで 法律や制度の上で 学校のなかで 



77.776.266.649.349.538.135.523.71.12.34.1 9.6

82.474.855.755.646.840.125.81.01.62.0 6.8

81.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

相手がいやがっているのに、肩に手をかけたり、身体に触る地位や権限を利用して、交際や性的な関係を強要する相手がいやがっているのに性的な冗談を言う宴席で、お酌やデュエット、ダンス等を強要する容姿に関して繰り返して言う職場や学校、集会などの場でわいせつな話をするヌードの写真やポスター、カレンダーなどを人目のつくところに貼る結婚予定や出産予定をたびたび聞くその他特にないわからない無回答 平成19年度調査 平成21年度調査 （％）

★ ★ ★ 
 

 
                                      

 
                  
                    

1.54.59.014.99.07.57.54.53.0 35.8

0.0
0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0現在もある （％）
48.322.2 34.743.1
47.8

44.525.4 34.9 45.0
53.769.7

74.276.175.80.0 20.0 40.0 60.0 80.0（％）

図図図図    結婚相手結婚相手結婚相手結婚相手やややや恋人恋人恋人恋人からからからから暴力暴力暴力暴力をををを受受受受けたことがあるけたことがあるけたことがあるけたことがある人人人人のののの割合割合割合割合    

図図図図    結婚相手結婚相手結婚相手結婚相手やややや恋人恋人恋人恋人からからからから暴力暴力暴力暴力をををを受受受受けたことがあるけたことがあるけたことがあるけたことがある人人人人のうちのうちのうちのうち、、、、そのそのそのその暴力暴力暴力暴力のののの内容内容内容内容とととと頻度頻度頻度頻度    （（（（平成平成平成平成 21212121 年年年年調査調査調査調査））））    

図図図図    あなたがあなたがあなたがあなたがセクシュアルセクシュアルセクシュアルセクシュアル・・・・ハラスメントハラスメントハラスメントハラスメントだとだとだとだと思思思思うことうことうことうこと        平成 21 年度調査結果では、上位３項目（★）について 7 割以上の人がセクシュアル・ハラスメントだと感じています。 平成 19 年度調査結果と比較すると、いずれの項目も割合が増加しており、セクハラであるとの認識が高まっていることがわかります。今後も引き続きセクハラに関する正しい知識の普及・啓発が必要です。  ※セクシュアル・ハラスメント（セクハラ） 性的な言動により他の者に不快感もしくは精神的苦痛を与えること又は相手方の生活環境を害することをいいます。 

平成 2１年度調査では、多くの人が、男の子は「経済的自立」、女の子は「家事」ができるように育てることを望んでいます。男性に比べ、女性では男の子は「家事」ができるように、女の子は「経済的自立」ができるように育てる要望が高くなっています。また、平成 19 年度調査結果と比較すると、女の子の「経済的自立」を望む割合が高くなってきています。子どもが性別に関わらず、それぞれの個性と能力が発揮できる環境づくりが必要です。 図図図図    子育子育子育子育てについててについててについててについて、、、、それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの意見意見意見意見にににに「「「「そうそうそうそう思思思思うううう」」」」とととと考考考考えるえるえるえる人人人人のののの割合割合割合割合    

平成19年度調査 平成21年度調査

53.8 12.317.825.359.967.8 34.2
58.4 13.118.428.563.9 42.074.4 0.020.040.060.080.0（％）

子どもが小さいうちは、 母親は育児に専念したほうがよい 子どもの世話の大部分は、 男親にもできる 必要があれば、子育て支援サービスを 受けて子育てをしてもよい 男の子は家事ができるように 育てるのがよい 女の子は家事ができるように 育てるのがよい 男の子は経済的に自立できるように 育てるのがよい 女の子は経済的に自立できるように 育てるのがよい 

男性 女性 

平成 21 年度調査結果では、これまでに結婚相手や恋人から暴力を受けた経験のある人は 9.5％となっており、平成19年度調査結果と比較すると、増加しています。 また、被害の種類としては「大声でどなられたり、暴言を吐かれる」ことが最も多くなっています。 このような暴力は、性別・年齢にかかわらず重大な人権侵害であるという認識を高め、暴力を許さない社会づくりが必要です。  ※ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ） 配偶者、配偶者であった者、恋人及び同棲関係にある者に対する身体的、性的、精神的、経済的又は社会的暴力をいいます。 

◆ ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）やセクハラって身近にあるの？ 

◇ ドメスティック・バイオレンスの被害を受けている人はどれくらいいるのでしょうか？ ◇ どのようなことがセクシュアル・ハラスメントにあたると思われているのでしょうか？ 

◆ 子育てについてどう考えている？ 

◇ 男の子、女の子、それぞれ育て方に違いはあるのでしょうか？ 

■平成 21 年度実施 「男女共同参画に関する市民意識調査」より作成 （ 調査票送付：1,500 件 回収率：47.0％ 有効回答数：705 件 ）   ■男女共同参画に関する問い合わせ先   亀山市 企画政策部行政改革室  ＴＥＬ：(0595)84-5023 ＦＡＸ：(0595)82-9685  E-mail：kikaku@city.kameyama.mie.jp 

命の危険を感じる程度の暴行を受ける 医師の治療が必要となる程度の暴行を受ける 医師の治療が必要とならない程度の暴行を受ける 足で蹴られる 手でたたかれる 殴るふりをして、おどされる 何を言っても無視され続ける いやがっているのに性的行為を強要される 見たくないのに､ ポルノビデオ･ 雑誌を見せられる 交友関係や電話、メール等を細かく監視される 生活費を渡さないなど、経済的におさえつけられる 大声でどなられたり、暴言を吐かれる 

16.419.425.417.919.417.914.913.461.2

19.413.422.429.944.8 32.816.411.9 6.09.019.4

1.5
3.0 0.020.040.060.080.0100.0 何度もあった １・２度あった（％）

9.58.2 88.988.3 1.63.50.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0平成21年度調査平成19年度調査
ある ない 無回答 （％）


